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GISと地理空間オープンデータ 

活用ワークショップ 

（13:30～17:00） 
 

    

2015.2.7 

青木 和人  
あおき地理情報システム研究所 
立命館大学大学院 公務研究科 

 

G空間オープンデータ活用セミナー（福岡市） 

主催：国土交通省国土政策局国土情報課 
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「GISと地理空間オープンデータ活用ワークショップ」 

 
 

 

 

 

出典：国土情報：G空間オープンデータ活用セミナー（平成27年2月7日 福岡県福岡市） - 国土交通省 

http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk1_000065.html 
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GISと地理空間オープンデータ活用ワークショップ 

 
 

 

 

 

人口減少時代における公共施設のあり方、豪雨災害対策など
をテーマに、実際のオープンデータや地理空間情報に触れ、
その活用を体験するワークショップです。 

  実際のオープンデータや地理空間情報を活用して、GIS上で
重ねあわせたり、分析したりすることで、どのようなことが見えて
くるのか、どのような地域課題解決に使えるかについて、体験
できる参加型研修です。 

  テーマ 

・大阪府 富田林市（人口減少問題） 

・福岡県 糸島市（豪雨・土砂災害対策） 
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国土交通省国土政策局【GIS活用人材育成 教材】 

 
 

 

 

 

出典：国土交通省国土政策局GISHP【GIS活用人材育成 教材】: 

http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/gis/gis/gis_kyoku_text.html 

2008年より自治
体向け教材開発、 
研修会を毎年 
2,3回実施 
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今までのGIS研修の課題 →  GIS操作が中心 

 
 

 

 

 

①GIS操作をしてもらうだけで手一杯で、 

②肝心の地図を見て、地域課題やその解決方法を考えても
らうことまで、時間的にも、精神的にも、至らない 

自治体職員さんに必要なのは、GISで可視化した地域状況
を示す地図を用いて、地域政策を考えてもらうこと！ 

出典：国土交通省国土政策局GISHP: http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/gis/gis/h24_kenshuu_1day.pdf 

GISの操作じゃなく 
地図を用いて、地域政策
を考えること！ 
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今までのGIS研修の課題 →  GIS操作が中心 

 
 

 

 

 

今回のワークショップでは、伊能社中さんの協力を得て、 
GIS操作はすべてGIS操作TAさんにお任せして、 
参加者さんには、GIS操作TAさんが作る 
様々な地域課題を可視化した地図を見てもらって、 
②その地図を見て、 
地域課題やその解決方法を考えてもらうことだけ 
に焦点を絞ったワークショップをおこないます。 
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①GISの操作、技術を修得するのが、目的ではなく、
地理空間情報って、おもしろいね！ 
と思ってもらえるワークショップ 
GISの操作は、ＰＣ操作ＴＡさんが行ってくれます 

②自治体がもつ地理空間情報だけでなく、 
世の中に流通している 
様々なオープンデータ（統計数値）や地理空間情報を
組み合わせて、地域認識を地図化できるんだと思って
もらえるワークショップ 

③フリーオープンソースGISを使って、 
ワークショップ後に、参加者がそれぞれの自治体で、
実際にGISを触って、地域課題を考えてもらえるきっ
かけとなるワークショップ 

 

本ワークショップのねらい 
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(1)使用するデータと 
ＧＩＳ分析事例 
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国土交通省国土政策局 国土数値情報 

 

国土交通省国土政策局GISホームページ  

国土数値情報ダウンロードサービス http://nlftp.mlit.go.jp/ 

国土数値情報は、国土
計画の策定や実施の支
援のために整備された
ものです。 
行政区域、鉄道、道路
、河川、地価公示、土
地利用メッシュ、公共
施設など、国土に関す
る様々な情報を整備し
ています。 
これらの地理空間情報
はダウンロードして、
GISで利用することが
できます。 
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総務省統計局 e-stat 政府統計の総合窓口 

http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do 
平成20年4月1日開設 政府統計のポータルサイト 

 

これまで 
国の統計結果の
ホームページで
の公表は、 
国勢調査結果は
総務省、 
事業所・企業統
計調査は経済産
業省と 
所管官庁ごとに
分かれていた。 
 
一元化された！ 

地図で見る統計（統計ＧＩＳ） 
→データダウンロード 
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使用する統計情報 

【第１表】男女別人口及び世帯数-基本単位区
【第２表】男女別人口及び世帯数-町丁･字等
【第３表】年齢(5歳階級)、男女別人口(総年齢、平均年齢及び外国人-特掲)-町丁･字
【第４表】配偶関係(3区分)、男女別15歳以上人口-町丁･字等
【第５表】世帯の種類(2区分)、世帯人員(7区分)別一般世帯数、一般世帯人員、1世帯
当たり人員、施設等の世帯数及び施設等の世帯人員-町丁･字等
【第６表】世帯の家族類型(6区分)別一般世帯数、一般世帯人員、親族人員及び1世
帯当たり人員(6歳未満･18歳未満･65歳以上親族のいる一般世帯、65歳以上親族の
みの一般世帯数及び3世代世帯-特掲)-町丁･字等
【第７表】住居の種類･住宅の所有の関係(6区分)別一般世帯数、一般世帯人員及び1
世帯当たり人員-町丁･字等
【第８表】住宅の建て方(7区分)別住宅に住む主世帯数、主世帯人員及び1世帯当たり
人員-町丁･字等
【第９表】住宅の種類・延べ面積(7区分)別一般世帯数、一般世帯人員及び1世帯当た
り人員-町丁･字等

平成22年国勢調査 小地域（町丁・字等別）集計   

出典：「平成22年国勢調査の集計体系及び結果の公表・提供等一覧」統計局 
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地方自治体の住民基本台帳等 

出典：富田林市の人口の推移 http://www.city.tondabayashi.osaka.jp/contents3/category02/population/index.html 



 

 

 

 

オープンデータ クリエイティブコモンズライセンス 

インターネット時
代のための新しい
著作権ルール 

 

著作物の二次利用
ルールをひと目で
分かるように 
 
４つのアイコンの

組み合わせで 
 
６種類の 
権利表示 

出典：クリエイティブコモンズライセンス http://creativecommons.jp/licenses/ 



 

 

 

 

統計数値は、そもそもオープンデータ 

統計数値のような
単なる事実や数値
データは、 
それ自体としては、
著作物とはならず、 
著作権の保護対象
にはならない。 
 

著作物ではない 
ので、2次利用可能 

出典：各府省情報化統括責任者（ＣＩＯ）連絡会議：二次利用の促進のための府省のデータ公開に関する基本的考
え方（ガイドライン） http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/cio/dai52/kihon.pdf 
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KEY_CODE CITYNAMENAME 人口 高齢者人口

212010010 岐阜市 上茶屋町 94 44

212010020 岐阜市 下茶屋町 70 32

212010030 岐阜市 木挽町 91 38

212010040 岐阜市 山口町 46 20

212010050 岐阜市 益屋町 59 26

212010060 岐阜市 大仏町 60 30

地理情報システム Geographic Information Systemsの略 

表に示される地域の情報(高齢者人口など）を 

地図と結びつけて、総合的に管理できるツール 

 

GISとは？ 

地図の情報 表の情報 
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① GISの機能： 情報の地図化 

出典：『宇治市地域福祉計画』 

高齢者率の 
高い所は 
色が濃い。 
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① GISの機能： 情報の地図化 

地域ごとの高齢化率    →   地図化するとわかりやすい 

出典：『宇治市地域福祉計画』 



①地域別の数値情報を地図化 
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② GISの機能： 重ね合せ 

いろんなデータを 

レイヤー（層） 
として、 

重ね合わせることが 

できる 

 

 

高齢者の多い地域に
施設の数は 

十分か？ 

レイヤー１　高齢者分布

レイヤー2　福祉施設位置

重ね合わせ



②施設の地図上へ重ね合せ 



21 

②GISで施設の位置を地図化 

高齢化率が高い所と 
施設の位置関係を 
考察してみる。 



③施設勢力圏域ごとの情報を集計 

1000m 
 

1人 

2人 

3人 

4人 

5人 

6人 

施設から 
一定の距離圏 
（例えば徒歩圏
1000mとして) 
その中に高齢者は何
人いるのか？ 
人の多いところに施
設は足りているのか
？ 
コンピュータが 
数えてくれる！ 

施設 



③施設勢力圏域ごと情報の集計 
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GIS機能のまとめ 

①地域別の数値（人口、高齢者数等）を地図化 
（色塗り地図の作成） 

②施設（避難所、施設等）の地図上へ表示 
（重ね合せ→地図へ位置落とし） 

③施設勢力圏域ごとの数値（人口、高齢者数等）を集計
（空間集計→ ある範囲内の数え上げ） 
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(2) 分析データ・ 
分析ツール（Q-GIS） 

の紹介  
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G空間で地域を考えようワークショップ 

使用する地理情報システム 

QGIS(フリーオープンソースGIS) 

 

使用する地理空間情報 

国土交通省国土政策局 国土数値情報 

総務省統計局 e-stat 小地域統計（町丁字等） 

福岡県糸島市 九州大学 GIS基礎技術研究会 
防災関連 地理空間情報 

大阪府富田林市  
住民基本台帳等、施設関連 地理空間情報 
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分析ツール（オープンソースGIS「QGIS」） 

出典：QGISプロジェクトへようこそ!:  http://www.qgis.org/ja/site/ 
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QGISとは 

28 

• QGISはFOSS4G(Free and Open Source Software 
for Geospatial)と呼ばれるソフトウェアの一つで 
ソースコードが開示されていて 
無料で利用できる 
フリーでオープンソースのGISソフトウェアです。 

• 自由に入手，改良，再配布ができます。 

• 使って気に入ったら ， 他人にコピーを渡してもいい 

• 機能が足りないと思ったら，自分で改造してもいい 

出典：嘉山陽一・岩崎亘典（2010）初心者のためのQ GIS入門 

＜http://www.osgeo.jp/wordpress/wp-content/uploads/2010/11/qgis_hands_on_foss4g2010.pdf＞． 
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(3) GISと 
地理空間オープンデータ 
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行政公開型オープンデータ 「鯖江市モデル」 

出典：鯖江市 市内公園等のトイレ情報（XMLRDF） http://www.city.sabae.fukui.jp/pageview.html?id=11592 

2012年1月30日 

公開 



鯖江市 オープンデータの中身   

 

緯度経度情報がついて
いる 

トイレ施設情報  

 

機械判読できる 

RDF、XML形式 



32 

行政公開型オープンデータ 「鯖江市モデル」 

出典：トイレこんしぇる 

 http://fukuno.jig.jp/2012/wcconcierge 

出典：トイレ情報 http://fukuno.jig.jp/2012/wcsabaeosm 

地元のIT企業が 

便利なアプリケーション 

ソフトウェアを作ってくれて、
市民が便利になる！ 

地域経済も活性化する！ 

2次利用できる 

機械判読可能な 

緯度経度の行政情報を 

利用できる 

 



 

出典：津波ハザードマップ - 福井県坂井市 http://fukuno.jig.jp/2013/tsunamirefuge 

流山市では今後１年かけて、自治体が公開するオープンデータと住民が集めた情報
を共有し、住民との協力による地域防災計画を作り、成果の検討を行っていく予定 

福井県坂井市 津波ハザードマップ 
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生データを公開してくれたら。（マッシュアップ） 

 

出典 文部科学省放射線量等分布マップ拡大サイト
(http://ramap.jaea.go.jp/map/map.html) 

 

出典 東北関東大震災・非公式・放射性物質モニタリングポストMAP 

(https://maps.google.co.jp/maps/ms) 

行政が提供する見栄えはよいが 

使い勝手のよくない地図(GIS)より、 

生データを公開してくれたら、 

こっちで勝手に地図化(地理情報サー
ビス）しますよ！ 
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静岡県 ふじのくにオープンデータカタログ 

出典：ふじのくにオープンデータカタログ http://open-data.pref.shizuoka.jp/htdocs/?page_id=13 



流山市 オープンデータトライアル eコミマップ 

 

出典：流山市オープンデータトライアル｜流山市: http://t.co/8fM1fgd 

AED設置場所、避難場所等、災害用井戸などの各種データが、「クリエイティブ・コモ
ンズ 表示 2.1 日本」ライセンスにより再利用可能なRDF/CSV/EXCEL形式で公開 

浸水、洪水、揺れやすさ、地域の危険度、液状化危険度の5つのハザードマップが
WMS形式の地図画像オープンデータとして公開されている 
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むろらんオープンデータライブラリ 

出典：むろらんオープンデータライブラリ http://www.city.muroran.lg.jp/main/org2260/odlib.php 

データ名

安全 AED設置事業所

防災 避難場所

防災 津波浸水深さ

防災 洪水浸水深さ

防災 津波避難目標地点

防災 津波避難路

防災 土砂災害警戒区域(急傾斜地)

防災 土砂災害警戒区域(土石流)

防災 土砂災害警戒区域(未指定急傾斜地)

防災 土砂災害特別警戒区域(急傾斜地)

防災 土砂災害特別警戒区域(土石流)

防災 土砂災害特別警戒区域(未指定急傾斜地)

防災 がけ崩れ危険区域

防災 がけ崩れ危険区域(対策済)

防災 土石流危険区域

生活 ごみ袋等販売店

市町村で初め
て地理空間情
報をオープン
データとして
公開 

地理空間情報
オープンデータ 



室蘭市の地理空間オープンデータ 



室蘭市の地理空間オープンデータ 



室蘭市の地理空間オープンデータ 
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タイムスケジュール  （13:30～16:50） 

(1)ワークショップの流れ15分   
13:30 ～13:45 

(2)ケーススタディ自治体の課題  １５分 
大阪府富田林市（人口減少問題）、福岡県糸島市（豪雨・土砂災害対策）  

13:45 ～14:00 

(3)７グループでワークショップ120分 
14:00 ～ 16:00 

(4)発表 ３5分   1グループ5分×７グループ 
16:00 ～16:35 

(5)まとめ・講評・振り返り  20分 
16:35 ～16:50  
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ワークショップ スタッフ 

・総合コーディネータ 

あおき地理情報システム研究所 青木 

 

・ファシリテーター  
千葉県浦安市 小泉さん, 山口県防府市 野間さん, 
福岡県北九州市 塩田さん,友澤さん 
福岡県直方市 松田さん, 熊本県人吉市 新門さん 

 

・スーパーアドバイザー 

大阪府富田林市（人口減少問題）    浅野さん、 
福岡県糸島市（豪雨・土砂災害対策）  池田さん 

 
・GIS操作TA 伊能社中さん ６名 
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１．人口減少 （大阪府富田林市） 

ベッドタウンの人口減少時代における施設のあり方の見直し 

行政コスト削減のための政策立案 

公共施設 
公民館、図書館、保育園、幼稚園、小学校（富田林市）  

町丁目別各歳別人口（富田林市）  

コーホート予測による町丁目別各歳別人口（富田林市）  

 

レベル１ 現在、１０年後、２０年後の対象人口状況と 
公共施設を示した地図作成 

レベル２ ボロノイ図から収容人口を計算 

レベル３ さらにGISで活用するために必要なデータは 
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２．豪雨・土砂災害対策（福岡県糸島市） 

豪雨・土砂災害対策 

過去の災害履歴データ 

豪雨・土砂災害想定区域データ 

町丁目別各歳別人口 

避難所位置データ 

避難所からの距離帯別ポリゴン 

  

レベル１ 豪雨・土砂災害時にどこの避難所に逃げればよい
のか？どの位の距離があるのか？ 

レベル２ 避難所からの距離帯別ポリゴン内の人口は？ 

レベル３ さらにGISで活用するために必要なデータは？ 
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ワークショップ ２テーマ ７グループ 

（ケーススタディ  ２テーマ） 

・大阪府富田林市（人口減少問題）    
テーブル 4グループ 
 

・福岡県糸島市（豪雨・土砂災害対策）  
テーブル 3グループ 

 

どちらかやりたい方のテーブルに移動しま
しょう！ 
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(2)ケーススタディ自治体
の課題   

 
大阪府富田林市（人口減少問題）、 
福岡県糸島市（豪雨・土砂災害対策）  

13:45 ～14:00 
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(3)７グループで 
ワークショップ   

120分 
14:00 ～ 16:00 
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グループワーク進行表 

グループワーク進行表

時間 開始 終了

(1)
自己紹介・テーマ設定・発表者・チーム名を
決めてください。

0:15 14:00 14:15

(2)

解決すべき地域課題テーマを決める。
予想される対策を付箋、ホワイトボードに
各自記入（例：最も近い避難所に逃げる！）
課題解決のために、どのような地図があれば
いいかを話し合う
　（伊能社中さんが地図化してくれます！）

1:15 14:15 15:30

GISで作った地図を見て、
必要と思われる対策を付箋、ホワイトボード
に各自記入してください。（例：最も近い避難
所へのルートは被災する可能性が高い！）

(3)

発表用のまとめを発表用パワーポイントで作
成してください。
地図がない場合と、ある場合の「気づき」等の
違いについて、話し合う

0:30 0:00 0:30

2:00
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(4)発表 
 

1グループ ５分 
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(5)まとめ・講評・振り返り 
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Facebook 自治体GIS活用推進グループ 

 
 

 

 

 

Facebook グループ    Japan Local Government GIS Groups 

 https://www.facebook.com/groups/JLGGIS/  
 行政におけるGIS(地理情報システム）の普及、活用を目的と
した意見交流の場です。行政関係者だけでなく、学会、民間企
業、NPOや市民の方など様々な方々と共に、行政におけるGIS活
用について、気軽に、活発な情報交換をしています。 



おわりに 

本ワークショップでは、 
様々な地理空間情報を 
GISで地図化して、その地域状況や施設位
置について、考えてみました。 

自治体職員や地域活動に関わるみなさん
は、長年にわたり地域行政に携わる中で、
地域の状況を詳細に把握しておられます。 

つまり、みなさんの頭の中には、地域状
況に関する地図が、すでにあるはずです 

でも、それは頭の中でぼんやりとしか見え
てませんし、他の人に見てもらうこともできま
せん。 
また、数値で表すことも、できません。 



おわりに 

GISは、そのようなデータを、 
はっきりと地図化できるツールです。 

その結果、頭の中の地図を他の人に説明
したり、数値で示すこともできます。また、自
分でも再確認できるでしょう。 

そのため，地域状況を数値やグラフだけ
でなく、是非、 GISを使って、地図化して、考
えてみてください。 

このような地図を見ながら、日常業務を遂
行する中でこそ，現場からの課題発見や課
題解決のための政策案が生まれてくるのだ
と思います。 


